
木俣美樹男   植物と人々の博物館研究員、東京学芸大学名誉教授。 

専攻：民族植物学、環境教育学  

学位：農学博士、農学修士、  

客員教授など経験：インド バンガロ-ル 農科大学、タイ バンコック ラジャバト大学プラ

ナコン、UK カンタベリー ケント大学。国立遺伝学研 究所研修生、王立植物園キュー・イ

ンターン、国立科学博物館共同研究員、国立民族学博 物館共同研究員、東京外国語大学ア

ジア・アフリカ言語文化研究所フェローなど。  

自然文化誌研究会 Japan and Thailand Nature Club 。 

学会・研究会などの会員、民間団体などの会員 (退職により順次 退会)  

 

主な海外調査など：  

1983、ネパール・インドにおける稲、雑穀、香辛料の栽培と利用に関する研究（第２ 次）、

インド・ネパール。  

1985、インド亜大陸における雑穀の栽培とそれをめぐる農牧文化の研究（第１次）、パキ ス

タン・インド。  

1987、インド亜大陸における雑穀の栽培とそれをめぐる農牧文化の研究（第２次）、イン ド。 

1989、インド亜大陸における雑穀の栽培とそれをめぐる農牧文化の研究（第３次）、パキ ス

タン・インド。  

1993、ユ-ラシアをつなぐ雑穀文化に関するフィールド調査、中央アジア５カ国（ウズベ キ

スタン、タジキスタン、カザフスタン、キルギスタン、トルクメニスタン）。  

その他、 アメリカ合衆国、タイ、カナダ、オーストラリア、中国、韓国、ロシア、イギリ

ス、ドイツ、オランダ、オーストリア、デンマーク、フランス、ベルギー、チェコ、ポルト

ガル、スペイン、イタリア、ヴァチカン市国、モナコ公国ほか。 

 

研究業績 

1971  

木俣美樹男・阪本寧男、1971、やく培養によるコムギ属、エギロプス属およびカモジグサ 

属植物のカルス誘導と器官再分化 (Callus induction and organ redifferentiation of 

Triticum, Aegilops and Agropyron by anther culture) 日本花粉学会会誌第 8 号：1- 

7。  

藤井太朗・木俣美樹男・阪本寧男 1971、コムギおよびエギロプス属のやく培養、やく培養

シンポジウム。 

 

1975  

木俣美樹男・山上真一・小林興 1975、カシュウイモむかご（地上塊茎）の休眠について (The 

dormancy in yam bulbils) 東京学芸大学紀要第 6 部門 27:6-10。  

木俣美樹男・小林興 1975、サギゴケ属の繁殖様式と種の分化、日本植物学会 第 40 回 大

会。 

 

1976  

木俣美樹男 1976、サギゴケ属 Mazus の繁殖様式と生活型、第７回植物実験分類学シ ンポ

ジウム。 



 

1977  

木俣美樹男・阪本寧男 1977、サギゴケ属の繁殖様式と自然集団、日本植物学会 第 42 回大

会。  

木俣美樹男・阪本寧男 1977、ジュズダマ属の生活型と生育パタ-ン、日本植物学会 第 42 回

大会。 

木俣美樹男・豊田篤治 1977、花壇用一年生草花に関する研究（第１報） サルビア３品種の

生態的特性について、東京学芸大学紀要第 6 部門 29：1-9。  

木俣美樹男 1977、サギゴケ属の繁殖様式と生活型、種生物学研究 1:31-38。 

 

1978  

中込卓男・木俣美樹男 1978、ジュズダマ属の生活型と生育パタ-ン II、日本植物学会第 43 

回大会。  

木俣美樹男・豊田篤治 1978、花壇用一年生草花に関する研究（第２報） マリ-ゴ -ルド３

品種の生態的特性について東京学芸大学紀要第 6 部門 30：19-28。  

木俣美樹男・熊谷留美・佐々木典子・武井富士子・中込卓男 1978、雑穀のむら―特に雑穀

の栽培と調理について、季刊人類学第 9 巻第 4 号：69-102。  

 

1979 

木俣美樹男・土橋稔・篠田具視 1979、雑穀食の伝承 東京都奥多摩町水根部落の事例、環境

教育研究 第 2 巻 1・2 号：77-89。  

木俣美樹男・豊田篤治 1979、花壇用一年生草花に関する研究（第 3 報） マリ-ゴ -ルド 3 

品種の花芽の発育過程について、東京学 芸大学紀要第 6 部門 31：23-30。  

木俣美樹男 1979、雑穀食の伝承（1）関東山地中部における雑穀の栽培とその調理方法につ

いて、環境教育研究会 第 2 回大会。  

木俣美樹男・土橋稔・篠田具視 1979、雑穀食の伝承（2）東京都奥多摩町水根部落の事例に

ついて、環境教育研究会 第 2 回大会。  

木俣美樹男・阪本寧男 1979、タネツケバナ属の生活型と繁殖様式、日本植物学会 第 44 回

大会。 

 

1980 

木俣美樹男 1980、雑草性一年草と適応戦略の分化、日本遺伝学会 第 52 回大会シンポ ジ

ウム。 

 

1981 

木俣美樹男 1981、雑草の生物学、技術・家庭教育、昭和 56 年 8 月号：25-29。 

木俣美樹男・原沢伊世夫・村野正男・新井富彦・宮野生一 1981、体験学習による教育効果、

環境教育研究会 第４回大会。  

 

1982 

木俣美樹男・横山節雄 1982、雑穀のむら 特に雑穀の栽培・調理の残存分布およびその要因

について、季刊人類学 第 13 巻第 2 号：182-205。  



木俣美樹男 1982、イヌガラシ属の生活型および再生産システムの生態遺伝学的研究 I、日

本植物学会 第 47 回大会。  

木俣美樹男 1982、ライムギ属の生活型および再生産システムの生態遺伝学的研究 I、日本

植物学会 第 47 回大会。  

木村幸子・木俣美樹男 1982、キビの地理的変異について 特に北海道を中心に、日本生態学

会関東地区大会。  

 

1983 

木俣美樹男 1983、田畑共通雑草の生活史、日本雑草学会 第 22 回大会シンポジウム。 

河口徳明・木俣美樹男 1984、タネツケバナの生態型分化について、日本生態学会 第 31 回

大会。  

 

1984 

木俣美樹男 1984、サギゴケ属植物の生活史と種生態、河野昭一編 『植物の生活史と進化 

１雑草の個体群統計学』pp.123-137、培風館。 

木俣美樹男・柴田一 1984、イヌガラシ属の生態型および再生産システムの生 態遺伝学的研

究 II、日本植物学会 第 49 回大会。 

木俣美樹男・河口徳明・小林央往 1984、タネツケバナの生活型と繁殖様式 III、日本植物

学会 第 49 回大会。 

 

1985 

木俣美樹男・宮本透・河口徳明、1985、学校園の研究 Ｉ. 自然への文化史的視点、東京学

芸大学紀要第 6 部門 3７：1-7。  

木俣美樹男 1985、雑穀の栽培と調理、関東山地中部と北海道沙流川流域との比較、ならび

にキビの変異について、国立民族学博物館シンポジウム「日本における畑作 農耕の成立と

系譜 日本の基層文化の分析」。 

 

1986 

木俣美樹男・木村幸子・河口徳明・柴田一 1986、北海道沙流川流域における雑穀の栽培と

調理、季刊人類学 第 17 巻第 1 号：22-53。  

中込卓男・木俣美樹男 1986、自然体験学習の実践 方法論とプログラム、加藤一郎監修『教

育と農村 どう進めるか体験学習』、pp.102-128、地球社。 

木俣美樹男 1986、イヌガラシ属雑草の生活史戦略の比較、国立遺伝学研究所研究集会「植

物における種分化機構の解析 染色体レベル、ＤＮＡ・タンパク質など分子レベルからの追

求」。 

木俣美樹男 1986、イヌガラシ属の生態型および再生産システムの生態遺伝学的研究 III、

日本植物学会 第 51 回大会。 

中谷英夫・木俣美樹男 1986、イヌガラシ属の生態型および再生産システムの生態遺伝学的

研究 IV、日本植物学会 第 51 回大会。 

木俣美樹男 1986、タネツケバナの生活型と繁殖様式 IV、日本植物学会 第 51 回大会。 

木俣美樹男 1986、食文化と雑穀類の起源、日本環境学会第 12 回研究発表会シンポジウム。   

 



1987 

木俣美樹男 1987、栽培植物起源学の視点で、長寿村棡原総合研究年報 1:38-39。 

木俣美樹男 1987、野外教育とその研究施設について、近畿教育系農場報告第 5 号：43-46。 

木俣美樹男 1987、第 2 章Ｉ 「野外教育実習施設」の設置をめざして、文化的資源としての

森林・木、第 3 部 教育における森林・山村の役割とその評価報告書、pp.15-20、林野庁企

画課。 

木俣美樹男 1987、第 4 章 アメリカ合衆国における野外教育活動の現状と評価、文化的資

源としての森林・木、第 3 部 教育における森林・山村の役割とその評価報告書、pp.111-

129、林野庁企画課。 

木俣美樹男 1987、インド亜大陸における雑穀の栽培と調理、生活学会 第 13 回秋季研究発

表会。  

 

1988 

木俣美樹男 1988、南インドにおける雑穀の栽培と調理について、生活学 第 13 冊：127-149。  

木俣美樹男 1988、雑穀の栽培と調理、佐々木高明・松山利夫編 『畑作文化の誕生 縄文農

耕論へのアプロ-チ』、pp.189-211、日本放送出版協会。 

木俣美樹男 1988、キビの地理的変異と分化、国立遺伝学研究所研究集会。 

木俣美樹男 1998、キビの地理的変異と分化、第 2 回雑穀研究会シンポジウム。 

木俣美樹男 1988、キビの地理的変異と分化 I、日本植物学会 第 53 回大会。 

 

1989 

木俣美樹男 1989、自然のイメ-ジ、本谷勲退官記念事業実行委員会編『多摩川の流れ』、

pp.240-243． 

木俣美樹男 1989、第１章１開催までの経緯と準備 pp.6-7、第 2 章 4 本部班の記録 pp.28-

30、第４章冒険学校の総括と今後の課題 pp.53-55、FAI 冒険学校報告書、東京学芸大学附

属野外教育実践施設。 

木俣美樹男・新井富彦・宮野生一・村野政男 1989、東京学芸大学内の自然観察路について、

特定研究「野外教育のフレーム・ワークづくりと教材開発に関する研究」、pp.10-22、東京

学芸大学。  

木俣美樹男 1989、第 1 部総論 pp.1-9、第２部各論 III 今後のネットワ-キングづくりの問

題点と課題 多摩川上流 6 町村の実態から pp.54-58、都市と農村のネットワ-キングに関す

る調査報告書、（財）農村開発企画委員会。  

木俣美樹男 1989、第 4 章発展学習のための教材開発 pp.75-92、付録 2 植物教材の開発・

保存・供給方法 pp.175-193、日本人学校向けの理科教材開発研究（II）、東京学芸大学海外

子女教育センタ-。  

木俣美樹男 1989、第 3 節教育における森林・山村の役割とその評価、森林・ 木と人間生活

に関する総合調査報告書、pp.96-105、林野庁企画課。 

木俣美樹男 1989、IV 環境教育と山業の関わり、神奈川県「２１世紀の望ましい森林・林業

のあり方」調査事業報告書、pp.43-55、（財）森とむらの会。  

木俣美樹男 1989、雑穀のル-ツをもとめて、健康医学 437：43-48。 

木俣美樹男 1989、学校教育制度と自然の学習、国立公園 No.474：15-19。 

木俣美樹男 1989、日本人の自然観と環境教育、月刊社会教育、第 33 巻第 10 号：6-14。 



木俣美樹男 1989、環境教育と森林・林業、林野時報 第 36 巻第 7 号：2-4。 

瀬谷勝頼・小川泰彦・木俣美樹男 1989、FSI アドベンチュアースク-ルへ の応募児童・保

護者の参加意識、環境教育研究会 第 11 回大会。 

瀬谷勝頼・小川泰彦・木俣美樹男 1989、環境教育としての冒険学校、第 4 回 野外教育シン

ポジウム。 

木俣美樹男 1989、環境教育学会の設立に向けて、4 回野外教育シンポジウム。 

木俣美樹男 1989、関東山地の雑穀について、第 3 回雑穀研究会シンポジウム。  

 

1990 

木俣美樹男・川上確也・岩谷美苗・小川泰彦 1990、環境教育の方法論とその実践に関する

研究 Ｉ. 環境教育プログラムと冒険学校、東京学芸大学附属野外教育実践施設報告野外教

育 1:11-24。  

木俣美樹男 1990、ムラサキサギゴケ・トキワハゼ、『フィ-ルド ウオッチング １新緑の季

節を歩く』、pp.96-99、北隆館。  

木俣美樹男 1990、環境教育、世界自然保護基金、ワシントン条約、『国際教育事典』、株式

会社アルク。 

木俣美樹男 1990、V．宮ケ瀬ダム流域周辺における環境教育、神奈川県「宮ケ瀬ダム流域森

林地域計画」調査事業報告書、pp.43-56、（財）森とむらの会。 

木俣美樹男 1990、第 1 章冒険学校の基本理念と開催準備、第 2 章 4(1)(4)、野外における

環境教育 4、東京学芸大学附属野外教育実践施設。  

木俣美樹男 1990、インドの穀物料理、教室の窓中学社会 新しい社会、No.343：6-8、東京

書籍。 

木俣美樹男 1990、日本環境教育学会の創立、遺伝 第 44 巻第 8 号：10-11。  

木俣美樹男 1990、日本の森林と子どものために手をつなごう、現代林業 第 291 号：24-29。 

木俣美樹男 1990、環境教育を学校でどうすすめるか、総合教育技術 第 45 巻第 13 号：62。 

木俣美樹男・川上確也・岩谷美苗・小川泰彦 1990、環境教育の方法論とその実践に関する

研究 １．環境教育プログラムと冒険学校、日本環境教育学会創立大会。  

木俣美樹男 1990、雑穀研究から、第 1 回家庭栄養研究会雑穀シンポジウム。 

 

1991 

木俣美樹男・岩谷美苗・川上確也 1991、環境教育の方法論とその実践に関する研究 II. 自

然との一体感を得る統合プログラム、東京学芸大学附属野外教育実践施設報告野外教育 

2:19-23。  

木俣美樹男 1991、インドにおける雑穀の食文化、『インド亜大陸 の雑穀農牧文化』、pp.173-

222、学会出版センタ-。  

木俣美樹男 1991、座談会：都市と農村を結ぶ自然と人とのふれあいの教育 pp.3-31、野外

環境教育施設にはどのようなものがあるか p.14、環境教育とはなにか pp.29-30、国土庁計

画・調整局監修『きらめきの里 自然と人とのふれあい教育』、ぎょうせい。 

木俣美樹男 1991、第 3 章 東京学芸大学公開講座「子どものための冒険学校」、森林の教育

的・文化的利用に関する調査・研究報告書、pp.48-71、（社） 全国林業改良普及協会。  



木俣美樹男 1991、3．森林環境教育マニュアル作成のための留意事項、森林の多面的利用と

林業経営の活性化に関する調査報告書（森林の多面的利用と青少年教育）、pp.15-27、林野

庁。  

木俣美樹男編集 1991、野外における環境教育 5、東京学芸大学附属野外教育実践施設。  

木俣美樹男 1991、II「山」を教育の場とするために pp.6-12、みどりの中のこどもたち、

「山のみどりとふれあい教育」検討委員会、神奈川県教育委員会。  

木俣美樹男 1991、環境教育と原生自然 種の多様性と精霊への興味 pp.91-93、「環境教育マ

ニュアル」策定事業に関する報告書、エコ企画（環境庁委託）。  

木俣美樹男 1991、農山村エコミュ-ジアムにおける環境教育プログラム、農業教育と環境教

育の結合、pp.31-50、筑波大学農林技術センタ-。 

木俣美樹男 1991、環境教育としての類アニミズム、道徳教育と特別活動 第 8 巻第１号：

26-29。 

木俣美樹男 1991、環境教育は「はじめの一歩」、現代と保育 27：155-165、ひとなる書房。  

木俣美樹男 1991、雑穀食のふるさとをさぐる、食べもの通信 No.246：9。 

木俣美樹男 1991、地球規模の環境教育がしたい、海外子女教育研究 No.131:1。 

木俣美樹男 1991、キャンプにおける環境教育、キャンピング No.33：4。 

木俣美樹男 1991、私たちのライフスタイルをかえながら（対談）、月刊社会 教育 No.415：

55-59。 

木俣美樹男・川上確也・岩谷美苗 1991、環境教育の方法論とその実践に関する研究 5．自
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